
鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例

会
は
３
日
開
会
、

日
閉

26

会
し
ま
し
た
。

市
長
提
案
の
平
成

年
30

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
、
病
院

・
水
道
・
下
水
道
事
業
会

計
の
決
算
の
認
定
、
令
和

元
年
度
一
般
会
計
・
介
護

保
険
特
別
会
計
・
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
な
ど
25

議
案
が
認
定
・
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

指
定
管
理
は
自
治
体
リ

ス
ト
ラ

職
員
の
専
門

性
蓄
積
問
わ
れ
る

日
本
共
産
党
市
議
団
は

年
度
決
算
と
令
和
元
年

30度
補
正
予
算
に
賛
成
、
市

文
化
会
館
の
民
営
化
と
な

る
指
定
管
理

者
の
指
定
に

反
対
し
ま
し

た
。市

文
化
会

館
の
指
定
管

理
者
の
指
定

に
つ
い
て
、

山
田
守
議
員

は
反
対
討
論

で
、
「
指
定

管
理
、
公
共

施
設
の
民
営

化
は
委
託
に

よ
る
人
件
費

削
減
が
本
質

で
あ
り
、
自

治
体
職
員
の

リ
ス
ト
ラ
と

も
い
え
る
も

の
。
」「
委
託

は
行
政
と
違

っ
て
、
市
民

の
声
が
届
き

に

く

く

な

る
。
」「
芸
術

文
化
振
興
そ

の
も
の
が
長

期
の
継
続
性

と
蓄
積
が
必

要
と
さ
れ
、

職
員
の
専
門
性
の
蓄
積
が

大
き
く
問
わ
れ
る
。
」
と

述
べ
ま
し
た
。

善
寳
寺
公
衆
ト
イ
レ
建

て
替
え

当
局
が「
議
案

の
訂
正
」で
削
除

元
年
度
補
正
予
算
の
う

ち
、
善
寳
寺
の
公
衆
ト
イ

レ
建
て
替
え
を
補
助
す
る

観
光
地
美
化
整
備
事
業
１

４
０
０
万
円
に
対
し
、
産

業
建
設
分
科
会
で
賛
成
は

長
谷
川
剛
委
員
だ
け
で
、

反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

市
当
局
は

日
、
補
正

25

予
算
か
ら
当
該
事
業
の
部

分
を
削
除
す
る
「
議
案
の

訂
正
」
を
上
程
し
、
党
市

議
団
は
市
長
の
予
算
提
案

権
を
尊
重
し
て
賛
成
。
26

日
の
本
会
議
最
終
日
で
、

当
該
事
業
を
除
く
補
正
予

算
が
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

分
科
会
や

日
の
本
会

25

議
で
、
新
政
ク
ラ
ブ
の
渋

谷
耕
一
議
員
は
「
当
初
予

算
で
行
う
べ
き
で
、
補
正

予
算
で
対
応
す
る
緊
急
性

が
な
い
」
な
ど
と
述
べ
、

当
該
事
業
に
反
対
し
ま
し

た
。善

寳
寺
の
公
衆
ト
イ
レ

整
備
は
、
６
月
議
会
一
般

質
問
で
菅
井
巌
議
員
が
と

り
あ
げ
、
商
工
観
光
部
長

が
「
寺
で
は
既
存
の
２
つ

を
撤
去
し
、
新
た
に
公
衆

ト
イ
レ
を
整
備
す
る
検
討

が
行
わ
れ
て
お
り
、
県
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用
な

ど
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

公
衆
ト
イ
レ
は
、
官
民

連
携
で
環
境
整
備
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

５
％
増
税
で
長
期
デ
フ

レ

景
気
悪
化
で
税
収

減
れ
ば
元
も
子
も
な
い

請
願
で
は
、
「

月
か

10

ら
の
消
費
税

％
引
上
げ

10

の
中
止
を
求
め
る
請
願
」

（

月
消
費
税

％
ス
ト

10

10

ッ
プ
！
山
形
県
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
は
、
賛
成
が
共

産
党
市
議
団
と
市
民
ク
ラ

ブ
、
無
会
派
の

人
、
反

11

対
が
新
政
ク
ラ
ブ
と
政
友

公
明
の

人
で
不
採
択
と

18

な
り
ま
し
た
。

加
藤
鉱
一
議
員
は
賛
成

討
論
で
、
「
日
本
が
長
期

の
デ
フ
レ
に
陥
っ
た
の
は

１
９
９
７
年
の
５
％
へ
の

増
税
を
行
っ
て
か
ら
だ
。
」

「
消
費
税
増
税
で
税
収
が

増
え
て
も
、
景
気
悪
化
で

税
収
が
減
れ
ば
元
も
子
も

な
い
。」
「
自
然
災
害
を
受

け
た
地
域
で
、
増
税
が
復

旧
復
興
に
ブ
レ
ー
キ
に
な

っ
て
も
い
い
の
か
。
」
と

述
べ
ま
し
た
。

新
政
ク
ラ
ブ
の
石
塚
慶

議
員
は
反
対
討
論
で
、「
消

費
税
増
税
は

月
か
ら
実

10

施
さ
れ
る
保
育
の
無
償
化

な
ど
、
す
で
に
動
い
て
い

る
子
育
て
世
代
支
援
の
財

源
や
、
人
口
減
で
苦
し
く

な
る
地
方
の
財
源
と
も
な

る
。
」「
免
税
業
者
は
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
で
は
、
移
行

期
間
や
そ
の
後
の
段
階
的

措
置
で
適
切
な
対
応
が
期

待
で
き
る
。
」
と
述
べ
ま

し
た
。

共
産
党
提
案
「
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
た
努
力
」

意
見
書
全
会
一
致

意
見
書
で
は
、
共
産
党

市
議
団
が
提
案
し
た
「
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
に
ふ
さ

わ
し
い
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
努
力
に
関
す
る
意
見

書
」
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

当
初
、
党
議
員
団
は
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署

名
、
批
准
」
を
求
め
る
意

見
書
案
を
各
会
派
に
提
起

し
ま
し
た
が
、
新
政
ク
ラ

ブ
と
政
友
公
明
ク
ラ
ブ
か

ら
異
論
が
出
さ
れ
、
意
見

が
一
致
で
き
ず
、
表
題
と

結
論
か
ら
そ
の
部
分
を
削

除
し
ま
し
た
。

本
文
で
は
、
国
連
会
議

に
お
け
る
核
兵
器
禁
止
条

約
に
つ
い
て
記
載
し
、
政

府
は
署
名
、
批
准
を
行
う

考
え
は
な
い
と
述
べ
て
き

た
こ
と
に
対
し
、
「
し
か

し
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

と
し
て
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
努
力
を
強
く
求
め

る
」
と
し
て
、
核
兵
器
禁

止
条
約
に
後
ろ
向
き
な
政

府
の
姿
勢
を
問
う
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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鶴岡市文化会館の指定管理者を、

市開発公社と市芸術文化協会との

「タクトつるおか共同企業体」に指定

●●●●●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
議

長

10月からの消費税10％引上げの中

止を求める請願
○○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●●●●●●●●

善寳寺の公衆トイレ建て替えを補助

する観光地美化整備事業１４００万

円の補正予算（産業建設分科会）

○ ● ● ● ● ●

委

員

長

●

県高齢者福祉生協創立２０周年
式典が開催されました（２面）



教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
9月26日入札分

・あつみ小学校ブロック擁壁改修(災害対応)工事
中止

・市立温海中学校多目的ルーム等天井改修工事(災害復旧)（大岩川字
黒岩35番地）（入札10業者）
(株)マルゴ 16,250,000円（16,550,000円）工期～12/23（落札率98.19％）
・市立京田小学校ほか７校冷房設備設置工事(機械設備)平成30年度繰
越明許（入札7業者うち辞退1業者、失格2業者）
日栄産業(有) 68,000,000円（75,500,000円、

最低制限価格55,272,000円）工期～2/2/21（落札率90.07％）
・市立京田小学校ほか７校冷房設備設置工事(電気設備)平成30年度繰
越明許（入札13業者）
配工電気(株) 25,800,000円（26,900,000円）工期～2/2/21（落札率95.91％）

温海庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
9月26日入札分

・平成30年災 33－20滝の下地区農地災害復旧工事(繰越明許)
中止

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月26日入札分

・平成30年災第5956号市道手向13号線道路災害復旧工事(繰越明許)
中止

・茶屋川原町の内線道路改良工事（丸岡地内）（入札4業者）
(株)国善工業 3,800,000円（4,398,000円）工期～12/25（落札率86.40％）
・茅原地区法定外水路改良工事（茅原地内）（入札6業者）
ユーワ(株) 6,950,000円（7,127,000円）工期～12/10（落札率97.52％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月25日入札分

・丸岡地内径100粍配水管改良工事（丸岡字鳥飼地内）（入札3業者う
ち1業者辞退）
森建設工業(株) 3,700,000円（3,983,000円）工期～12/13（落札率92.89％）
・西新斎町地内径100粍配水管更新工事（西新斎町地内）（入札8業者）
(株)板垣水道 9,800,000円（9,990,000円）工期～12/16（落札率98.10％）

佐
藤
昌
哉
議
員
（
新
政
ク
）の「
五
小
建
て
替

え
を
密
室
で
決
め
た
」
発
言
で
審
議
ス
ト
ッ
プ

定
例
会
最
終
日
の
26

日
、
新
政
ク
ラ
ブ
の
佐
藤

昌
哉
議
員
が
５
日
に
行
っ

た
朝
暘
五
小
の
建
て
替
え

に
関
し
て
の
一
般
質
問
の

発
言
で
、「
（
現
地
建
て
替

え
を
）
密
室
で
決
め
た
」

と
述
べ
た
こ
と
を
、
市
民

ク
ラ
ブ
の
小
野
由
夫
議
員

と
政
友
公
明
ク
ラ
ブ
の
中

沢
洋
議
員
が
問
題
視
し
、

本
会
議
の
審
議
が
午
前
中

の
約
２
時
間
中
断
し
ま
し

た
。そ

の
間
、
議
会
運
営
委

員
会
が
開
か
れ
、
佐
藤
昌

哉
議
員
の
「
発
言
の
訂
正
、

撤
回
」
の
意
思
が
な
い
こ

と
が
わ
か
り
、
齋
藤
久
議

長
の
見
解
で
は
「
密
室
は

不
穏
当
発
言
に
あ
た
ら
な

い
」
と
の
結
論
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
朝
暘
五
小
の

建
て
替
え
は
決
ま
っ
た
も

の
で
は
な
く
、
地
域
の
９

団
体
の
市
長
要
望
会
に
は

「
三
中
の
改
築
を
例
に
最

短
で
の
流
れ
を
説
明
し
た

も
の
」
と
教
育
長
が
述
べ

て
お
り
、
「
密
室
で
決
め

た
」
と
、
事
実
と
異
な
る

発
言
で
市
長
を
追
及
す
る

こ
と
は
「
不
穏
当
」
に
当

た
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

※
議
会
に
お
け
る
不
穏
当

発
言
の
該
当
基
準
（
廣
瀨

和
彦
地
方
議
会
総
合
研
究

所
所
長
・
元
全
国
市
議
会

議
長
会
法
制
参
事
）

①
無
礼
な
発
言

②
他
人
の
私
生
活
に
わ
た

る
発
言

③
発
言
の
根
拠
が
不
明
確

で
あ
る
発
言
や
、
事
実
と

異
な
る
発
言

④
基
本
的
人
権
を
侵
害
す

る
発
言

２
０
１
９
年
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
報
告
会
が
９

月

日
開
催
さ
れ
、
世
界

24
大
会
に
参
加
し
た
鶴
岡
田

川
代
表
団
が
報
告
し
ま
し

た
。は

じ
め
に
団
長
の
工
藤

範
子
さ
ん
（
庄
内
町
議
）

が
報
告
。

「
安
倍
首
相
が
核
兵
器

廃
絶
に
一
言
も
触
れ
な
い

決
意
が
腹
立
た
し
い
。
行

っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。
戦
争
を
し
て
は
い

け
な
い
と
語
っ
て
い
き
た

い
。
原
爆
症
で
悩
ま
さ
れ
、

い
ま
だ
に
差
別
も
あ
る
。

平
均
年
齢
は

・
６
歳
、

85

自
分
の
体
験
に
つ
い
て
記

憶
を
た
ど
り
話
し
て
く
れ

た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し

た
。分

科
会
の
「
青
年
の
つ

ど
い
」
に
参
加
し
た
Ｏ
さ

ん
は
、
「
各
国
政
府
を
は

じ
め
、
世
界
各
国
か
ら
４

千
人
参
加
。
被
爆
者
の
体

験
と
思
い
を
全
国
の
同
世

代
と
交
流
で
き
た
。
事
実

む
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
下
水

道
受
益
者
負
担
金
が
違
う

が
」
と
い
う
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
「
事
業
費

が
地
域
に
よ
っ
て
違
う
た

め
、
ど
こ
で
も
こ
う
い
う

こ
と
は
あ
る
。
平
野
部
で

工
事
費
が
か
か
ら
な
い
と

こ
ろ
や
、
道
路
工
事
に
よ

る
警
備
員
配
置
な
ど
単
価

が
上
が
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
一
度
統
一
す
る
こ
と

も
考
え
た
が
、
最
初
に
決

め
た
計
算
式
を
変
え
ら
れ

な
い
法
的
な
決
ま
り
が
あ

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

今
後
、

月
末
に
市
議

10

会
を
開
催
し
、
答
申
案
を

協
議
、

月
中
に
答
申
を

11

出
す
予
定
で
す
。

を
引
き
継
い
で
ほ
し
い
と

い
う
被
爆
者
の
お
話
。
私

た
ち
が
最
後
の
世
代
だ
。

行
動
し
変
え
ら
れ
る
の
は

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
。
同

じ
思
い
を
も
ち
、
声
を
上

げ
て
い
る
方
と
と
も
に
行

動
す
る
。
被
爆
者
の
声
を

一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
く
。
過
去
現
在
こ

れ
か
ら
の
日
本
に
無
関
心

に
な
ら
な
い
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

長
谷
川
剛
市
議
が
参
加

し
ま
し
た
。

山
形
県
高
齢
者
福
祉
生

活
協
同
組
合
の
創
立

周
20

年
記
念
式
典
が
９
月
29

日
、
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ

ン
で
開
か
れ
、
菅
原
丈
男

理
事
長
が
「
よ
り
良
い
暮

ら
し
、
生
活
を
求
め
て
社

会
を
変
え
て
い
く
運
動
を

強
め
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。（
写
真
１
面
）

記
念
講
演
で
は
、
昇
幹

夫
氏
（
元
気
で
長
生
き
研

究
所
所
長
・
産
科
医
）
が
、

「
元
気
で
長
生
き
Ｐ
Ｐ
Ｋ

（
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
）
の

コ
ツ
」
と
題
し
て
、

「
笑
い
と
病
気
の
関

係
」
や
「
足
指
と
転

倒
の
関
係
」
、「
胎
児

の
記
憶
の
不
思
議
」

な
ど
、
ス
ラ
イ
ド
と

映
像
を
使
っ
て
語

り
、
会
場
が
驚
き
と

笑
い
で
包
ま
れ
ま
し

た
。関

徹
県
議
と
加
藤

鉱
一
市
議
、
五
十
嵐

貞
子
党
地
区
委
員
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

第
９
回
鶴
岡
市
上
下
水

道
審
議
会
が
９
月

日
に

30

開
か
れ
、
前
回
諮
問
を
受

け
た
「
公
共
下
水
道
受
益

者
負
担
金
に
つ
い
て
」
協

議
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
当
局
よ
り

前
回
上
下
水
道
審
議
会
で

諮
問
さ
れ
た
区
域
の
中

で
、
大
山
地
区
の
「
中
楯
、

小
京
田
、
下
興
屋
」
と
あ

り
ま
し
た
が
、
「
中
楯
、

下
小
中
、
下
興
屋
」
と
訂

正
が
あ
り
ま
し
た
。

山
形
県
高
齢
者
福
祉
生
協
が
創

立

周
年
記
念
式
典
を
開
催

20

委
員
か
ら
は
、「
住


